
 

AHP 製品設計・製作マニュアル 修正表 

 

頁 場所 原文 修正文 

7 表 2.1.1  

4)  3行目 

…コア材の座屈または… …コア材の座屈後耐力または… 

10 12行目 …ハニカムコア材の座屈、

または… 

…ハニカムコア材の座屈後耐力、ま

たは… 

36 ［解説］か

ら 5行目 

 

に導かれる。 に導かれる。なを以降の式番におい

て、(8.〇)、(解 8.〇-△)は上記規準・

同解説 8章の式番に対応する。 

36 6 行目 アルミ規準(解 8.2-8 式) (解 8.2-8 ) 

36 7 行目 アルミ規準(解 8.2-5 式) (解 8.2-5 ) 

39 6 行目 …について等価断面性能を

示した。 

…について単位幅当りの等価断面性

能を示した。 

39 11行目 …等価板の部材力… …等価板の単位幅当りの部材力… 

39 (3.2.19) 
𝑀𝑑 = (𝜎𝑏)𝑒𝑞 ×

𝑡𝑒𝑞
3

6
   𝑀𝑑 = (𝜎𝑏)𝑒𝑞 ×

𝑡𝑒𝑞
2   

6
      

45 式番 (8-30a) 

(8-30b) 

(8.31a) 

(8-31b) 

(8-32) 

(8-30) 

(8-31) 

(8-32) 

(8-33) 

(8-34) 

46 7 行目 …の座屈耐力評価式(8-1)、

(8-2)に基づき… 

…の座屈後耐力評価式(8-3)に基づ

き算定する。 

  𝜎𝑢
∗ =

√0.45𝑘

𝜆
 

    ただし𝜆 ≥ 𝜆0   (8-3) 

46 14行目下  (挿入）𝜆0 = √1.8𝑘 

47 下から 1 行

目 

…は図 9.3.1 による。 …は次式による。   

   𝑘 =
4

3𝑉 + 1
    (8 − 42𝑎) 

    𝑉 = 𝜋2𝑅𝐵/𝑊2  (0≤  𝑉 ≤ 1) 

48 図 9.3.1  削除 
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48 2 行目 
 0 ≤

𝜋2𝑅𝐵

𝑊2
≤

1

(1 + 𝛽2)
 

のとき 

ｋ＝
4(4 + 3𝛽2)

3 + (1 + 9𝛽2)𝜋2𝑅𝐵/𝑊2
 

                 (8-42) 

0 ≤ 𝑉 ≤
1

(1 + 1/𝛽2)
 

のとき 

ｋ＝
4(4 + 3/𝛽2)

3 + (1 + 9/𝛽2)𝑉
 

                 (8-42b) 

48 3 行目 
 
𝜋2𝑅𝐵

𝑊2
≥

1

(1 + 𝛽2)
 

のとき 

 ｋ＝
4(4 + 3𝛽2)

𝜋2𝑅𝐵/𝑊2
 

 𝑉 ≥
1

(1 + 1/𝛽2)
 

のとき 

 ｋ＝
4(4 + 3/𝛽2)

𝑉
 

48 5、6 行目 
…クト比 𝛽＝𝑊/ℓ ≤ 1 

(𝛽＝𝑊/ℓ > 1のときは…) 

…クト比 𝛽＝ℓ/𝑊 ≥ 1 

削除 

48 7，8 行目  𝑅𝐵𝑑 = 𝜂𝐸𝐼𝑑/𝐺𝐴𝑠𝑑 

  𝑅𝐵𝑑：単位… 

𝑅𝐵 = 𝜂𝐸𝐼𝑑/𝐺𝐴𝑠𝑑 = 𝜂 𝑅𝑐 𝐵 

 𝑅𝑐 𝐵：単位… 

51 1 行目上 

挿入 

 2 辺支持(梁)の場合の変形量をδと

すれば、幅をW として次式により求

められる。 

51 1 行目 
  𝛿＝𝛿0 (1 + 𝑅𝐵

𝐶2

ℓ2
)  

               (解 8.4-1) 

𝛿＝𝛿0 (1 + 𝑅𝐵

𝐶

ℓ2
)  

               (解 8.4-3) 

51 8 行目 𝛿0 ：等分布荷重 w の場合：      

                  𝛿0 = 𝐶1𝑤ℓ4/𝐸𝐼 

𝛿0 ：等分布荷重 w(𝑁/𝑚𝑚2)の場合：      

                  𝛿0 =
5

384
𝑤ℓ4/𝐸𝐼 

51 9 行目 集中荷重 Pの場合：      

          𝛿0 = 𝐶1𝑃ℓ2/𝐸𝐼 

𝛿0 ：等分布荷重 P(𝑁)の場合：      

                  𝛿0 =
1

48
𝑃ℓ3/𝐸𝐼𝑊 

51 11行目 𝐶1、𝐶2；荷重、支持条件係数 

  2 辺単純筋で… 

𝐶；荷重係数 

  集中荷重の場合、𝐶 = 12 

  分布荷重の場合、 𝐶 = 9.6 

51 (4)上挿入   4 辺単純支持の変形 𝛿𝑃 は、周辺の

境界の拘束効果𝐾により次式から求

められる。 

  𝛿 = 𝐾𝛿𝑃        (解 8.4-8) 

 𝛿は 2 辺支持のときの変形である。 



 

K は解図 8.4-1 による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

51 20行目 (解 8.4-1) (解 8.4-9) 

付 5 (3.2,4) 𝐼 =… 𝐼 = 𝐵𝐼𝑑 =… 

付 5 (3.2.5) 𝑍 = ⋯ 𝑍 = 𝐵𝑍𝑑 = ⋯ 

付 5 図中 (幅の記号) W 

(対角線の長さ)   l 

 B 

 ℓ 

付 5 (8-21) …= 𝐹 …= 𝐹 = 145𝑁/𝑚𝑚2 

付 6 2 行目 
  

𝜎𝑏

𝑓𝑏
=

14.9

1.5 × 96.7
= 0.10  

𝜎𝑏

𝑓𝑏
=

14.9

145
= 0.10 

付 6 (3.2.22) 
…＝0.393 × 1382 × 160/√3 

= 50172𝑁 

…＝0.443 × 1382 × 160/√3 

= 56557𝑁/𝑚𝑚 

付 6 10行目 座屈耐力評価式… 

     𝜎∗ =
0.9𝑘

𝜆2
= 

座屈後耐力評価式… 

 𝜎∗ =
√0.45𝑘

𝜆
=

√0.45 × 5.362

3.505

= 0.443 

付 6 (3.2.23) 𝑄2 = ℎ𝑐 ∙ 𝑊 ∙ 𝐹𝑠
′

𝐴 = 𝑄2 = ℎ𝑐 ∙ 𝐵 ∙ 𝐹𝑠
′

𝐴 = 

付 7 4 行下挿入  
𝛿 = 𝛿0 =

5

384
𝜔ℓ4/𝐸𝐼 =

5

384
× 2148 

× 49244/(7000 × 2.08 × 107)

= 11.29𝑚𝑚 

付 7 (3.2.27) 𝛿

ℓ
=

10.3

4924
=  

𝛿

ℓ
=

11.3

4924
=

1

436
<

1

200
   𝑂𝐾 

付 7 8 行目 …に対角線長さとした… …に対角線長さℓとした… 

解図 8.4―1 梁形式に対する四辺支持板の拘束効果 𝐾 

 

𝐾 

ℓ/𝑊 

… 

… 

… 



 

 

 

 

 

 

 

 

付 7 10行目 角線長の場合を… 角線長さℓの場合を… 

付 7 12行目 …に対角線長さとしたが、… …に対角線長さ ℓとしたが、… 

付 13 (3.2.22) …= 0.393 × 0.691 ×… 

 

ここに、 

座屈耐力評価式   𝜎∗ =… 

…= 0.443 × 0.691 × 160√3 

= 28.28𝑁/𝑚𝑚 

ここに、 

座屈後耐力評価式     𝜎∗ = 

   
√0.45𝑘

𝜆
=

√0.45 × 5.362

3.505
= 0.443 

                    ( 𝜆 > 𝜆0) 

付 62 付録―６  次頁に全面差換え 

頁 場所 原文 修正文 

40 表 3.2.6.a  

 下段の表 

「面外せん

断」の欄 

       コアせん断座屈 

Ｗ            Ｌ 

    12.8        22.1 

     19.0          32.9 

     25.2          43.7 

     31.5          54.5 

     37.8          65.4 

     44.0          76.2 

     50.3          87.1  

コアせん断座屈後耐力 

      Ｗ            Ｌ 

  14.3          24.7 

     21.3          36.9 

       28.4          49.2 

       35.3          61.4 

       42.6          73.6 

       49.6          85.9 

       56.7          98.2 

41 表 3.2.6.a  

 下段の表 

「面外せん

断」の欄 

      コアせん断座屈 

Ｗ            Ｌ 

  3.9            6.7 

     5.7            9.8 

     7.5           13.0 

     9.4           16.2  

    11.2           19.4 

    13.1           22.6 

    14.9           25.9 

 コアせん断座屈後耐力 

      Ｗ            Ｌ 

    6.4          11.1 

        9.5          16.5 

       12.6          21.9 

       15.8          27.3 

       18.9          32.8 

       22.1          38.2 

       25.2          43.7  
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付録―６ 面外曲げ試験 試験体設計 

 

 面外曲げ試験の試験体設計はパネルを確実にせん断破壊させるため、曲げ耐力は設計値、せ

ん断耐力は実体値を用いて評価する。試験結果の合否は、5 体以上の試験結果の最大耐力にお

いてその最低値と設計耐力で評価する。なお、パネルは梁材としてではなく、面材として使用

するときはW 方向(展張方向、弱軸方向)を材軸とする。また試験体のせん断スパンℓ 内のハニ

カムの個数は 15〜20 程度とする(ℓ ≥ 15𝑑)。 

 

 コア材の耐力 𝑄1は座屈後耐力による。 

   𝑄1 = 𝜎∗𝐴𝑠𝑑𝑊𝐹𝑠                        (3.2.22)          

𝐴𝑠𝑑 = ℎ𝑐𝑡𝑐

2

𝑑√3
 

𝜎∗ =
√0.45𝑘

𝜆
 

𝜆 =
ℎ𝑐

𝑡𝑐
√𝐹𝑠/𝐸 

   設計耐力は𝑄1とし、ピン支持で評価する。 

𝑘＝5.34 + 4/(ℎ𝑐/𝑎)2                 (8-13) 

   最大耐力は𝑄1
′として固定で評価する。 

𝑘＝9 + 6/(ℎ𝑐/𝑎)2                    (8-13)’ 

  コアの接着耐力 𝑄2は次式による。 

    𝑄2 = ℎ𝑐𝑊 𝐹𝑠
′

𝐴                          (3.2.23) 

          𝐹𝑠
′

𝐴 = 𝛼̅ 𝐹𝑡
′

𝐴                          (3.2.24)  

  設計耐力は𝑄2として次式による。 

      𝛼̅ = 0.5                             (3.2.25) 

  最大耐力は𝑄2
′として次式による。  

      𝛼̅ = 1.3                                      

(上式は基準強度 𝐹𝑡
′

𝐴 を引張強さ𝜎𝑢 に置換え、引張強さとせん断強さの比を 0.8 として換算した値である。) 

 

試験体の設計は最大耐力を用いて次式を満足させる。 

   𝑄0 > 𝑄1
′ or 𝑄2

′   

        𝑄0：曲げ耐力時のせん断力 = 𝑀𝑦/ℓ 

           𝑀𝑦：降伏曲げモーメントの理論値 = 𝑍𝐹  

 試験結果の評価は設計耐力を用いて次式による。 

(3.2.3) 

(8-3) 

d 
𝑡𝑐

d 

𝑎 = 𝑑/√3 

ℎ𝑐  

W 

 

Q Q 

ℓ ℓ 



 

     𝑄𝑚𝑎𝑥 ≥ 𝑄1or 𝑄2  

          𝑄𝑚𝑎𝑥：曲げせん断試験結果による最大耐力の最低値 

 

 

 

 

 

 

＊1 

  𝑁𝑐𝑟 = 𝜎𝑐𝑟
∗ 𝑁𝑦                                                                                                                                        (8 − 43) 

 

      𝜉 > 1 のとき      

                    𝜎𝑐𝑟
∗ =

0.5

(
𝜆
Λ)

2

+ 𝜉/2

                                                                           (8 − 44) 

      𝜉 ≤ 1 のとき       

                    𝜎𝑐𝑟
∗ =

0.5

(
𝜆
Λ)

2

+ 𝜉/2

                 𝜆 ≥ √1 − 𝜉/2  Λ                           (8 − 44)′ 

                    𝜎𝑐𝑟
∗ = 1 −

0.5

1 − 𝜉/2
(

𝜆

Λ
)

2

       𝜆 < √1 − 𝜉/2  Λ                           (8 − 45) 

 

 

頁 場所 原文 修正文 

48 下から 9〜

1 行目 

差し替え 欄外＊１ 

49 2 行目下 追記           𝜉 =  𝑁𝑦/(𝑈/𝜂) 

付 18 11行目 …は、P5表 2.1.1 の… …は、P7表 2.1.1 の… 

付 20 6 行目 (8－31ｂ) (8－33) 

付 20 15行目 (8－30ｂ) (8－31) 
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